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日本語教育能力検定試験について

國　本　さおり

0。はじめに

　実際の講義では日本語教育能力検定試験に関する話をしたあと，残りを平成5年度日本語教育

能力検定試験の試験問題から3題を抜粋し，受講生の方に「日本語」について考えてもらう時間

とした。問題を解くというのが目的ではなく，声に出したりテープを聞いたりしながら，ふだん

あまり見ない角度から日本語について考えることで，日本語をとらえ直すきっかけになればと

思ったからである。無意識に使っている日本語を客観的にとらえ直すことは外国語として「日本

語」をとらえる態度にほかならなず，それは日本語教育の前提でもある。そのためかなり重点を

置いたが，講義録のための文章化にあたっては後半部分を省いたことをお断りしておきたい。

1．手本語教育能力検定試験ができるまで

　日本教育能力検定試験（以下検定試験）が実施されるまでの経緯を簡単に述べる。日本語教員

に関連する動きは，昭和58（1983）年8月，21世紀への留学生政策懇談会がヂ21世紀への留学生

政策に関する提言」の中で，留学生の受け入れを増やし，21世紀の初めにはフランス並みの10万

人台を目指すべきであると具体的な数字をあげたことからはじまる。当時の留学生数は／2，200

人，日本語教員は2，200人だった。

　これを受けて昭和60（！985）5月，日本語教育施策の推進に関する調査研究会の出した報告「日

本語教員の養成について」では，21世紀に現在の約10倍にあたる留学生を受け入れるためには，

それに見合う日本語教員も必要であると考えられ，その数は約25，000人（西暦2000年）と試算

された。同報告では，留学生の増加にともない必要となる日本語教員も増加すると予想されるこ

と，また海外における暇本語学習者が増加していることを挙げて，日本語教員養成機関の整備・

充実を図る必要があるとした。また日本語教員養成のための標準的な教育内容等について例示し，

さらに日本語教員検定制度を設け，日本語教員の資質・能力の向上に資する必要性についても提

言している。これは日本語教員の数の問題だけではなく，質やレベルが問われてきたことによる

動きであると言える。

　そして昭和62（1987）年4月，臼本語教員検定制度に関する調査研究会が提言に基いて検討し

た内容を「日本語教員検定制度について」として報告した。そこには基本的考え方として，「日本

語教員には，国際的感覚と幅広い教養，豊かな人間性，日本語教育に対する自覚と情熱，日本語

教育に関する専門的知識・能力等の資質・能力が要求されるが，日本語教員検定はこれらの資質・

能力のすべてについて審査するものではなく，日本語教育に関する知識・能力が日本語教育の専

門家として必要とされる水準に達しているかどうか，その到達度を試験の方法により審査し，証

明するものとして実施することとする」とある。また資格試験ではないともし，ほかに試験のレ

ベル，受験資格，試験の内容・方法，出題範囲など翼体的方策を示している。それらを踏まえて

昭和63（！985）年に第1回日本語教育能力検定試験が実施された。以来年！回1月の最終日曜日

に行なわれており，平成6年度検定試験（平成7年1月29日実施）で8回騒を数える。
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2．日本語教育能力検定試験の概要

平成5年度日本語教育能力検定試験実施要項（抜粋）

〈趣旨〉

　外国人に日本語を教える日本語教員の専門性の確立と日本語教育の水準の向上に資するた

　め，日本語教員となるために学習している者，日本語教員として教育に携わっている者等を

　対象として，その知識および能力が日本語教育の専門家として必要とされる水準に達してい

　　るかどうかを審査し，これを証明することを目的として，日本語教育能力検定試験を実施す

　　る。

〈試験の内容と水準〉

　試験の内容と水準は，日本語教員として最低限必要な専門的知識・能力を習得させることを

　　目的とする大学の学部における日本語教員養成副専攻課程と同等程度とする。

〈試験の出題範囲〉

　出題範囲は別記のとおりとする。ただし，全範囲にわたって出題されるとは限らない。

〈試験時間〉

　筆記試験1　140分

　聴解試験　　30分

　筆記試験II　100分

　趣旨にうたわれているように試験の目的は「日本語教育の専門家」としての知識・能力の水準

を測ることにあり，検定試験の合否と日本語教員になること（または日本語教員であること）は

関係がない。それは試験の対象に「日本語教員となるために学習している者」だけでなく，「日本

語教員として教育に携わっている者」として現役の日本語教員もあげられていることからおわか

りいただけると思う。

　試験の内容と水準については，副専攻課程では日本語に関する科目を26単位取得しなければな

らず，同じ教育内容を一般の日本語教員養成機関で行なう場合は，420時間が必要とされる。その

ため日本語教員養成を目的とする学校や通信教育の講座ではほとんどが，420時間のカリキュラ

ムを組んでいる。

　試験の出題範囲は非常に広い範囲に渡っているが，音声，語彙，文法，教授法などのように毎

回必ず出題され割合も大きい領域と，出題される割合の少ない領域がある。全体としてそれほど

深い知識は必要とされていないと言える。試験問題は平成3年度検定試験より公表され，凡人社

から発行されているので，大体の傾向を知ることができる。

　ほかには，受験資格は20歳以上の者であること。試験会場は現在のところ東京，大阪，福岡の

3カ所であること。出願書類は9月末頃から主要書店で購入でき，申し込み期間は10月中旬から

11月初旬までとなること。試験は筆記試験Hの1題を除きマークシート方式で解答するように

なっていること，がある。

　なお検定試験の合否のラインがどのくらいなのか，また正解および配点についても公表されて

いない。合格率は約18～20％となっている。

3．臼本語教育能力検定試験の位置づけ

検定試験に合格したからといって日本語教員になれることは限らないし，ベテランの日本語教
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出題範囲

領　　　　　残 主　　要　　項　　月 領　　　　　域 三嚢　　要　　項　　　目

i－1　｝ヨ本語の構辻に閥ダる体系的，鼓体的な知．険 3．第二～召；としての響論語生汗

（1）　母♂聾こよる　　　讐盤三活とσ）玄ヒ較

髪体4学概論 1．．世界の鉾のL体コ｝ （2｝バイリンガリズム・マルチリンガリズム
2．しi駅71の特質 貝本ヒ等史 1．古代｝と近・現氏」i

齊戸，；；匹彙・翫味，文法・文fケ，文ず＝・表 2．近・現代、、、1の成エ

繭，君下生が趣バこついて 〔1＞出代振1

（1｝気鐵編照≠的に見た隼3實 〈2）現戴」i

（2｝社会；；譜掌的に見た学f質

音μ 1．え｛戸暑雛と発着 2　臼本麟lf（古典と文審を含む。）

名称と機能
調音法，講｛ま点，詞音者 1。脚本の登史・地理

2．納音レベル （1＞日本σ）歴史

㌧索と異膏 12｝R本の地理
雌鳥の分撫 2、現代目本事｛目

ゴ採記号と膏声。6も ｛1）現代B本の政治・鐘会

母露の分療 ②　現代【体の文．化

半欝欝

子漕の分類 3　ハ璽学的知識・能力
録｝晋図とその拡大表

3．誓節レベル 爾。診概囲 1．δ語の本質
．1：櫛構旭 2．吊剛τli能力と只‘｛畷用

嘗節（拍） 3．　讐の普遍｛主と乱川性（類型講を含む。）

特殊音節 4．欝語学と関運領域
4．挙。。レベル 5．世界の　　1

母藷の＿戸化　その飽環境による音戸変化 6．同論
アクセントの愁覚・規則・表“し （1｝文辞論

綜約形など，謡しr。置葉のi形 〔2｝恵味論

5，文レベルゆ談議レベル 〔3＞　韻禽

イントネーション ｛4）　歪索、論

プロミネンスし　ユ） ㈲　国争・衣認論
ポーズ 祉多　7， i．『『忠愛
達さ ω　跨芹ザ聡i

語彙・憲味 1．　タム本；蒔彙と碁、霞一丁；彙 ②　塊域　著
藷i彙 2．　藁の二藍 〔3＞｝」変化

使絹雲別・馬面瑚・；；匹；種別。勧■｝活動燐・ 2．馬噺と川；
分野別・孝ハ的寿徴鍵・文法的機能購等 （D　敬　と尊敬庸

3。．、講域 ②　ワ斑ほ，女挫、毒

窪．辞壌 （31　フォーマル，インフォーマノレ

意糠 1．語の：慰味 3．媒体
2．句の惹味 ω　手紙，1伽詩客ざ口葉と‘盾しμ葉

3．文の意味 く2｝　マス・コミュニケーシ」ン，パーソナル・

4．X羅・談議の惹瞭 コミュエケーシ　ン

文法・文体 1．β・文節のレベル ・茎．　　縫用・雪　f溢〆
（1』1。、・繧 5．L　政籏・　ぞ…教ア｝

名講，喬む1，形左　」，轟ll網，（助、、・彗，躍訪、、弓， 業灘；｝　詐 ！．琵蕪雑　i学・肱ヌご　　≠と対照口議∫：

複含助辞，その他〉 2．≡』r♂野望と下用の対照

②　ぎで用などの変化形式とその∫8法 享ノ1　　爽・憲瞭，文法・文体，文戸・表
森i暢，勤詞，形語，、・1 、、し，‘　主警㌻について

㈲　文節の溝成 11）類似息と相蓮：

2．文のレベル （21母‘”iの『二目，誤用分折

（b　ヌ：の極類 3、≧　：行動・　、、ム主君の煽翼

（2｝文の成分 目本漁誇史・「一i本燦姓1夫 1．1ヨ本　」蟹
（3＞単文ぴ）1農｝成 ｛D　明〆以薗の研究の擬酪

｛4）複文の構成 （21明あ以後の研究の概賄

〔51構文と℃瞭 2．1捧；教r∫史
3．文一li人誘のレベル （D　戦溺の教＝u史の獲酪

α三野∫澱，謝爵疑、」 ②　戦後の教育史
（2｝　籟の視点 〔3｝日塩；1激青と［圭μ教育

（3｝　ゴ法

〔・1）文ひ砥議における文の選択 4　1i本璽の教鼓，＿関する知麟 ・能力

4．　㍉叢話と文｛本

α）敬体と、轟体 教捻！・ 1．li本　教管’の躍的づ」；去

（2｝　画き　　葉，　舌し　　葉 2．三，；3教育と　㍑噛研空の関係

（3＞男窄ピ瓢，女牲、だ （’鉱哩匡劉掌的観∫＿を丘も。）

｛4）地叛iと共逓，1 3．外［1ド敷綴ノ』

15）　フォーマル・インフォーマル 4．［蓬本歪教がの些本‘語彙弓L本漢》＝・荘本文型
文．∫・・轟、し 王。文∫＝・記臣の薬誤 3．）輯f遜転

2。文∫＝，、、L号の使い方 6．指導手駄・カリキュラム作成
（1｝漢∫仮名まじウ文 7．端綱指瀞技衛
（2｝仮名選い 8．技能別指導法
（3）送り．仮名 9．対喚別・五ド捌指撃浸ミ

（4）外碁議の表壽己 10．能ノ」差・クラスサイズ1L対沁3一つ教授法

1融資∫の箔ぜ方 蕪．学瀦段階による錯導法

（61莫字の鯵方 ま2．添酬技術

［7＞詳の使．い方 教肴教材・教主ミ繭 1。教材鋤職論
㈹　縫§・の使い方 （1｝臼的　（2）期間　〔3）場面

3，文字表記の鼠択 （4＞　レディネス　　（5）　カリキュラム

4．文．宝の衣己 2．教材の具体的飯用法

@　教材α）　　　（2｝教胃条件　（3＞環境
1遭　その飽［i｛本．1に関する知識 3．教育機器・教具

、1緬法 王．譜衝の鰐象
｝｝生活 1．コミニz．ニケーション 2．評価の鱈的と効果

（1）　パーソナル・コミュニケーションの卦面， 3。テストの作り方
条件，様∫糺，鱗縄； ・重．詳餓の方法

②　マス・コミュニケーションの形態，媒体等 5．鶴果の分析
2．技能 夫マ 1．コース・デザイン
（ll聞く 2．　教案魯…∫糞と教材選定

②　議す （1｝教墳実躍に燃えての教察｛乍成
（3｝、ゴしむ （2｝　見体的指導案の1乍・成

｛の　華沢
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員の中にも検定試験を受けていない方もいる。ただ，「日本語教育施設の運営に関する基準」の「教

員の資格」のひとつに「日本語教育能力検定試験に合格した者」があげられているため，一般の

日本語教育機関などで日本語教員を募集する際に応募条件になっている場合がある。またβ本語

教育能力に関する試験が検定試験しかないことからも，資格試験に準じた扱いとなってきている。

　では，日本語を教えたい，日本語教員になりたいと思っている人は検定試験に合格するべきな

のかというと，そうは言えない。日本語を教えると一口に言っても様々な関わり方が考えられる。

まず，ボランティアとして教えるのか，職業として教えるのか，という違い。海外で教えるのか，

日本語学校で教えるのか，大学で教えるのか，会社で教えるのかなど，どこで教えたいのかとい

うこと。確かに，先にも述べたとおり日本語学校で就職するためには検定試験合格が近道である。

しかし目的によっては，大学で日本語教員養成課程を専攻した方がよい場合もあるし，日本語の

基礎的知識を身に付けていればよい場合も考えられる。

　日本語を教えるために検定試験が必要か否かは個人で判断するしかない。どちらにしても，外

国人の目で日本語をとらえられるようになること，「臼本語」とは何なのかを知ることが，日本語

を教えるための第一歩であることに変わりはない。

4。学習方法一ひとつの昌安として一
　検定試験のための勉強と日本語を教えるための勉強とは切り離して考えるべきだが，日本語を

客観的にとらえる態度は両者に共通である。

　学習方法として，一つは独学で各分野の入門にあたる本を読むというのがある。またそれでは

心もとないという方には，日本語教員養成講座に通い，現職の日本語教員の実体験に基づいた講

義を受けるのもためになる。三つめとして通信教育の講座を受講するのも，暇な時問を利用し自

分のペースで進むことができるのでよいと思う。試験問題の傾向を知るには平成3年度から公表

され，発売もされている実際の試験問題にあたるとよい。また試験対策用の問題集も出版されて

いるので，音声・文法など分野別に問題を解いてみることもできる。マークシートや時間配分に

慣れるために，出版社のアルク主催の「日本語教育能力検定試験模擬試験」を受けてみるのも一

つの方法である。毎年10月末にあり，札幌で受けられる。

　毎回出題の割合が大きい倍声，文法，教授法」などから，自信の持てる分野を作ることはぜ

ひお進めしたい。また1日がかりの試験なので，体力・気力も必要である。

5．目本語を知るために

　以下に検定試験に関する本と日本語を知るために役に立つ本をいくつかご紹介する。

　日本語に関する本は，量は限られるが，札幌の旭屋書店，紀伊國屋書店，丸善に置かれている。

雑誌はそのほかの書店でも手に入れることができる。また，凡人社で出している『日本語教材リ

スト』（無料）は手元にあると便利。2，000点以上の臼本語に関連する書籍が掲載されている。

財）海外技術者研修協会編（1990）『新臼本語の基礎1』スリーエーネットワーク

　　　日本語の教科書。日本語の文型および学習者が学ぶ順序がわかる。

金田一春彦（1988）『日本語（新版）上・下』岩波新書（赤2・3）

鈴木　孝夫（1990）煙塵語と外国語』岩波新書（赤！01）

水谷　　修（！979）蟹話しことぼと日本人一日本語の生態諺創拓社
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磁本語教育能力検定試験について

佐々木瑞枝（1994）蒙外国語としての日本論講談社現代新書（1200）

　　　以上の4点は日本語を知るために有効で手に入れやすい。

丸山　敬介（1994）『教えるためのことばの整理　1・2譲京都日本語教育センター

　　　日本語について考え，整理しながら学習することができる。

金田一春彦監修（1981）『明解アクセント辞典第2版』三省堂

　　　日本語のアクセントを知るために。

日本語教育学会編（1990）『日本語教育ハンドブック誰大修館書店

　　　具体的な指導上の留意点ほか，記述は沼本語全般にわたる。

財）日本国際教育協会窪平成5年度日本語教育能力検定試験問題謡凡人社

　　　実際の試験問題が公表されている。聴解試験のカセットテープ付き。

アルク日本語出版編集部編からは日本語教育関連の雑誌が多数発行されている。

　『月刊日本語』

　　　日本語教育に関する雑誌。検定試験模擬試験の情報は9月号くらいに掲載。

　『新・日本語を教えるためのカタログ』（1995．！）

　　　教材の紹介など。

　『日本語教師読本一プロになるための最新情報一』（1994．10）

　　　日本語教師に関する情報，養成講座の情報など。

　窟試験に合格するための本』

　　検定試験対策。

　『検定試験直前対策』

　　検定試験対策。模擬試験。
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